
(Liyancing)、 祖 父 はHaiきeng、 曾祖 父 はCanganで あ る。 譜図 には計 連慶 、

有 財 父子 の名 が み られ ず、 少 な くと も祖 父の 時代 まで 記入 が続 け られ て お り、 そ

れ以 降 は お こ なわ れ な か った こ とが わか る。 また 、 記 述 に際 して はお お むね12

代 ま で墨 書 で 、 また それ以 降 は朱書 で お こなわれ て お り、 この譜 図が成 立 した と

きに 、族 祖 よ り13世 以 降 が存 命で あ った こ とが わ か る。 そ して 、譜 図 の記述 か

ら、 計 氏 は も と もと長 白山 満族 で、吉 林烏 拉(現 在 の 吉林 市)よ り この地 に来 た

こ と、 この譜 図 が 、 道光19年(1839年)10月20日 の作 製 で あ る こ とが

判 明 した。 の ち の世 代 は、 顋次 、満 洲 藷 で書 き加 え られ て い った とお もわ れ る。

同 日11時15分 、予 定 の調査 を終 了 して 、富 裕 県 の宿 舎(北 原賓 館)に 戻 っ

た。 宿 舎到 着 は12時15分 で あ った。

補 注 細 谷 良 夫 氏 は 『中国 東北 部 に お け る清 朝の 史跡 』 の なか で 、 「三 家 子 屯 」

調 査 を ま とめ られて い る。筆 者 は細 谷 氏が 調査 した人物 とは別 の住 民 か ら

独 自 に聞 き取 りをお こな った。 聞 き取 り相 手 に よ る異 同 を示 す た め に、 報

告書 とは 相違 す る記 録 を提示 した ので 、報 告書 と併 照 された い。

<特 集3>

r盛 京 城 闕 図 』 の 発 見 と 豫 親 王 府

松浦 茂

■

天 命10年(1625)に 太 祖 ヌル ハ チ が、 突 然 に居 城 を そ れ まで の東 京 城

(遼 陽近 郊)か ら藩 陽 城 に遷 して以 来 、順 治 元年(1644)に 入関 す る まで の

20年 間 は 、藩 陽 が 清 朝 の都 と なった。 ヌル ハチ は直 ち に宮殿 等 の建 造 に と りか

か った が 、翌11年 に死去 した た め に彼 自身 は明代 の プ ラ ンを根 本 的 に変 更 す る

こ とは で きなか った 。 後 を継 いだ太 宗 ホ ンタ イ ジ も首 都 の 改築 を続 け 、天 聰5年

(1631)に は城 門 を4か ら8に 増 や して 、大通 り も十字 型 か ら井 字 型 に変 え

て い る。 こ う して二 代 の 間 に都城 の 整備 は大 いに進 ん だが 、 こ の時期 の詳 細 な プ

ラ ンは、 これ まで は ほ とん ど不 明で あ った 。

さて清 朝 時 代 の瀋 陽(盛 京)の 地 図 と して は、 『盛 京 通志 』(康 熙23年 刊)

の 図 が 今 ま で は最 も古 か っ た。 ここに描 か れ る藩陽 の プ ラ ンは康 煕23年 前後 の

もの で あ って、 主 要 な建物 の配 置 はそ の後20世 紀初 め まで ほ とん ど変 わ って い な
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い が 、 しか し入 関以 前 の状況 は それ とは大変 に違 って いた ら しい。 た とえ ば 『満

文 老 档 』 にHaniboo(以 下汗 宮 と称す)と 記 さ れ る宮 殿 が 、 清初 に は北 門 付 近

に あ った が、 『盛 京 通 志 』 に は そ の存 在 は ま っ た く記 載 され て い ない 。 一 般 に

『盛 京 通志 』 か ら清 初 の瀋 陽城 を復 元す る こと は不 可 能 で あ る。

と ころ で1982年 に中 国第 一歴 史 档案 館 にお い て 、1枚 の地 図が 発 見 され た。

この 『盛 京 城 闕 図 』 は、110x128セ .ンチ メー トルの 大 き さで墨 で描 かれ て

い るが 、宮 殿 は黄 色 と緑 色 、一 般 の家屋 と城 壁等 は青 色 、 そ して門 や柱 等 は赤 色

で彩 色 されて い た。 建物 の名 称 は六 部分 は満 洲語 で表 記 し、一 部 には漢 字 も使用

す る。 この地 図 にお いて は藩 陽城 はす で に8門 を 備 え 、井 字型 の街路 に よ って 区

切 られ て い る。 そ して何 よ りも興 味 深 い のは 、今 日の藩 陽 故宮 の建物 以 外 にそ の

周 囲 に汗 宮 や 親 王府 、 さ らに は六 部 、都 察 院 、理 藩院 、奉 天府 、 承徳 県 等 の数 多

くの宮 殿 、 親 王 府 、衙 門 が記 されて い る こ とで あ る。 これ らの多 くはE盛 京通 志 』

の地 図 に は現 れ な い し、 た とえ現 れ て も現 在 とは場 所 が か な り変 更 に な って い る。

r盛 京 城 闕 図 』 は康 煕 初 め ごろ まで の渚 陽城 を描 いた もの と見 られ、 そ の発 見 に

よ って 入関 前 後 の藩 陽 城 の プ ラ ンは、 ほぼ 明 らか にな った ので あ る。(鉄 玉 欽 ・

王 佩環 「藩 陽天 命"汗 宮"与 王 府初 探 」r黒 竜 江 文 物 叢 刊 』1983年 第3期 。 以下 同

じ。)

2

『盛 京城 闕 図 』 に よれ ば、当 時藩 陽 に は全 部 で11の 親王 府(郡 王 府)が あ っ

た。 大 多 数 は井 字型 に配 置 され た 目抜 き通 り の両 側 に 沿 って建 て られ て い たが 、

ヌルハ チの 第 十 五子 ド ドの邸 宅 で あ る豫 親 王 府 は、 北 門 の す ぐ南 にあ った 汗宮 と

最 も近 く、 その 南西 方 向 に位 置 して い た。 この豫 親 王 府 跡 と推 定 され る建 物 は 、

現 在 で も藩 陽 随 一 の繁 華街 、 中街 を北 に入 った住 宅 地 の 中、 会 蘭 亭高 級 浴 池 の東

に残 って い る。私 は1988・89年 度 文部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 によ る海 外学 術

研 究 「清 代東 北 地 域 の総 合的研 究 」(代 表者:松 村 潤 日本 大 学 教 授)の 一環 と し

て 、89年9月14日 か ら10月19日 まで 中国 にお いて 調 査 研究 を行 う機 会 を

得 た が 、 そ の 間遼 寧 省 において は藩 陽 市 を中 心 に各地 に点 在 す る清朝 前期 の史 跡

を調 査 した 。 そ して9月19臼 午 後 には遼 寧 社 会 科学 院 の 助理 研 究員 曹立 志 氏 の

案 内で 、 豫 親 王 府 跡 を 実地 に見学 す る こ とが で きた。 その 建物 が豫親 王 府 と推 定

され る よ う にな った の は、 『盛 京城 闕 図』 の 発見 が き っか け とな って い る ので 、

調 査 を 目的 に訪 れ た 日本 人 と して は、 お そ ら く私 が最 初 で あ ろ う。

豫 親 王府 跡 は 現在 、藩 陽消 防科学 研究 所招 待所 と して利 用 されて い る。 今 で は

続 き に な った入 りロ と両 脇 の建 物(い わ ゆ る大門 と門 房)が 残 るだ け で あ る。 建

物 の壁 面 は下 半 分 は石 で作 られ てお り、上 半分 は黒 い磚 で で きて い る。両脇 の部
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屋 に は窓 が それ ぞ れ ひ とっ ずっ 、外 に向 か ってあ いて い る。 屋 根 は全 体 に黒 い瓦

で ふ か れ、 西 端 に煙 突 が立 っ。 屋根 の て っぺ んの 両側 の瓦 は独 特 な形 を してお り、

上 に反 りか え った よ うに見 え る。私 は建 築 の方面 には ま った く知 識 を もた ない が、

これ らの点 は み なか っ ての満 洲 族の 家 屋 に共通す る特 徴 で あ って 、豫親 王 府 跡 と

考 え て まず ま ちが い な いで あ ろ う(張 馭 寰 『吉林 民居 』 北 京 、1985年)。 中

に入 る と、 す ぐに庭 が あ る。 以 前庭 の真 中 には両 面 に透 か しぼ りの あ る石 製 の照

壁 が あ った ら しいが 、私 が 調査 した 時点 で は見 当 た らなか った。 ただ 招待 所 の 建

物 の下 に昔 の 柱 の礎 石 と表 面 に彫 刻 の あ る石 が、 幾 っか 無 造作 に放 置 され てい る

の を発 見 した にす ぎな い。

3

近 代 化 に よ る開発 の波 は、世 界各 地 に おい て史 跡 の破 壊 と荒廃 を もた ら した が 、

中 国 で も例 外 で はな い。 こ こ藩 陽で は以 前 は町中 あ ち こち に、清 朝 前期 に属 す る

史 跡 が存在 して い たが 、 今度 実 際 に現 地 を訪 問 して、 その 幾 っ か はす で に 消滅 し

て しま った こ とを知 り、非 常 に残 念 に思 った。 そ う した中 にあ って 豫親 王 府 の新

た な発 見 は とて も喜 ば しい カ㌔ それ だ け に とどま らず 他 の吏 跡 も、 社会 の進 歩 と

調 和 させ な が ら今後 と も長 く維 持 保 存 され て い く こと を、 最後 に希 望 した い。

<特 集4>

瀋 陽 雑 幸侵

細 谷良夫

1991年 度 か ら開始 され た 国際 共 同 研究 「清 朝 の 国 家形 成 期 を め ぐる諸 史 料

の 総 合 的研 究 」 の実 施 に と もな い'、江 夏 由樹 氏(一 橋 大 学経 済 学 部)と 共 に9月
、

14日 か ら18日 ま で藩 陽 を訪 れ た。 こ こ数 年間 は毎 年 の よ うに瀋陽 を訪 れ る機

会 が あ ったが 、89年 は長 春 か ら大 連 に向か う途 中に 完 成 した ばか りの瀋 陽新 空

港 で1時 間 余 りを過 ご した の みで あ り、90年 は吉林 省 の史 跡 考 察 を終 了 した後

の慌 た だ しい滞 在 で 最近 の 史跡 の状 況 は不明 の ま まで あ った。

遼寧 社 会 科 学 院 と学術 交 流 を行 い遼 寧省 襠 案館 で 襠 案 閲覧 を行 う合間 に 、 江 夏

と二 人 で藩 陽 市 内 の各 史 跡 を歩 き、以 前 に も訪れ て い る 史跡 の現 況 の一 端 を知 る

こ とが 出来 た 。 以下 に 、報 告書 に も記 した二 、三 の史 跡 の その 後 の状 況 な どを 記

して お きた い。

今年 は 「9、18事 件 」60周 年 にあ た り、我 々の 訪 問時 に は これ を記 念 す る
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